












































































































































































（California Department of Education、2000）。 こ
のガイドラインは、1998年に国家教育目標検























































































（California State Board of Education）の政策が採
択され、6つのタイプの親の参加が示された。










（Interagency Partnership Committee on Parent 
Involvement）が作られた（California Department 





































でてくる（Bauch & Goldring, 1996）。親の参加
が学校の立場に立った一方的な視点で進められ
ることから生じる親の「無力感」も指摘されて
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る過去の多くの研究結果を踏まえて出版した本




































































































































向けに発行した冊子（Parents as Partners:Planning 
Early for Your Children’s School Success and College 
Attendance）において発信されている（California
Department of Education, 1995）。この冊子の第 1
頁は、「保護者のみなさん、私達はあなたの助
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ることがわかっていることを述べ、保護者の協
力を呼びかけている。そして 2頁目で、「保護
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要　約
本論は、幼児期から小学校への移行期の児童を有する保護者への支援の理念と実践について、カリ
フォルニア州の実践から得られる日本への示唆を検討している。日本では、教師と保護者間の期待の
ギャップ、児童を学校に備える上で保護者が直面している困難などが報告されている。アメリカでは、
親のサポートに関する概念は 30年以上にわたる多数の調査結果に基づき形成されている。調査では
教師は保護者をクライエントとして見がちで、結果的に保護者の力を削いでしまうなど、支援者と保
護者の間の複雑なジレンマが報告されている。カリフォルニア州では「親は最初の教師である」とい
う考えの下、入学準備として保護者に期待されていることを極めて具体的に伝えている。これらは教
師と保護者の間の期待のギャップを克服し、保護者の自己効力感を高め、より良いパートナーシップ
を形成するためのひとつの戦略であり、努力の形であると理解できる。
キーワード：移行期の保護者支援、保幼小連携、カリフォルニア
